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	研究内容
	［１］バルーン拡張型ステント用Co-Cr基合金の加工熱処理プロセス開発と新合金開発
	・循環器系疾患の治療に用いられるバルーン拡張型ステントのプラットフォーム材にはCo-Cr基合金が広く用いられている。
	・ステント留置術のさらなる低侵襲化にはステント用材料の加工硬化特性向上が必要である。
	・当研究室ではCo-Cr-W-Ni合金市販材およびCo-Cr-Fe-Ni-Mo合金の加工熱処理プロセス最適化によって高強度化・高延性化の両立に成功した[1][2]。
	・さらにCo-Cr-W-Ni合金にMnやFeを添加することで優れた耐食性を維持したままでの加工硬化特性を向上させた新合金を開発した[3, 4]。
	・これらの研究で得られた知見から、今後は優れた機械的特性および耐食性に加え、①Niフリー化による生体適合性向上、②高密度化によるX線透視下視認性の向上も同時に達成可能な新合金の開発に挑戦する。
	［２］Fe基生体内崩壊性合金の開発
	・多くの金属製インプラント材料は、その優れた耐食性が故に疾患が完治後も半永久的に体内に残留する。
	・近年では、体内に留置後一定期間経過したのち分解・体外へ排出される生体内崩壊性材料が注目されている。
	・特に高い力学特性が求められる部位には生体内崩壊性金属材料の適用が期待されているが、候補材料であるMgおよびZnでは十分な力学特性と適度は腐食特性の両立が難しい。
	・当研究室では、優れた力学特性を示し、かつ生体必須元素から成るFe-Mn合金に注目し、Fe-Mn合金の腐食速度をMgと合金化することによって向上させたFe-Mn-Mg合金を開発した。
	・本合金は、溶融・凝固プロセスでは合金化が不可能なため、メカニカルアロイングと放電プラズマ焼結によってFe-Mn-Mg合金焼結体を作製した。作製した合金は圧縮強度約1300 MPa、腐食速度0.2 mm /yearといった荷重が掛かる部位に適用されるインプラント材料に適した特性を示した[5]。
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